NEUROSTIM

Transcranial Electrical Stimulator
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tACS — 33 kHz

tRNS — 10 kHz

tDCS — 500 Hz

tPCS — 10 kHz
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	スライド 1: NEUROSTIM Transcranial Electrical Stimulator 経頭蓋電気刺激装置 
	スライド 2: 適用性 Neurostimは低電流（最大5 mA）の経頭蓋非侵襲性電気刺激デバイスです。電流は大脳皮質の興奮性を変化させる電位を発生させます。このような脳への影響は、皮質興奮/抑制メカニズムを含む皮質の機能状態を研究するために使用され、うつ、認知機能、線維筋痛症、 睡眠障害、中毒/渇望、 脳卒中や脳損傷後の運動機能、下肢神経障害性疼痛および回復を含むさまざまな障害の研究に使用されています。
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